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二
〇
一
五
年
度
九
月
例
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「女
院
と
尼
僧
の
信
仰
の
軌
跡
―
根
津
美
術
館
蔵

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
を
め
ぐ
っ
て
」

【

趣

旨

文

】

根
津
美
術
館
に
蔵
さ
れ
る

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
（
一
二
二
九
～
一
二
四
二
年
書
写
）
と
そ
れ
を
収
め
る

「春
日
厨
子
」
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
歴
史
学
や
美
術
史
学
の
立
場
か
ら
い
く
た
び
か
言
及
さ
れ
て
き
て
お
り
、
人
文
諸
学
の
知
見
を
結
集
し
て
意
義
を
見

定
め
る
価
値
を
有
す
る
宗
教
遺
産
で
あ
る
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
経
典
と
厨
子
を
再
調
査
す
る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く

つ
か
の
知
見
に
基
づ
き
、
そ
の
意
義
を
多
面
的
・
統
合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
は
、
尼
僧
浄
阿
の
発
願
・
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
伝
存
す
る
五
四

一
巻

（う
ち
五
四
〇
巻
は
折
本
に
改
装
）
の
書
誌
情
報
・
奥
書
等
を
再
確
認
し
、
経
典
の
手
跡
に
つ
い
て
も
専
門
的
見
地
か
ら
分
析
を
進

め
る
。
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
八
月
十
三
日
、
春
日
若
宮
宝
前
で

『大
般
若
経
』
第
六
百
巻
の
書
写
を
終
え
た
こ
と
を
記
す
願
主
浄

阿
の
奥
書
に
続
い
て
、
多
く
の
廻
向
対
象
と
な
る
人
々
が
筆
録
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
八
条
女
院
・
春
華
門
院
・
宜
秋
門
院
や
尼
覚
阿
・

尼
真
如
な
ど
、
女
院
と
尼
僧
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
願
主
浄
阿
の
家
系
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
人
々
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
女
院
と
尼
僧
の
結
び
つ
き
に
よ
る
春
日
信
仰
の
軌
跡
を
辿
る
か
の
感
が
あ
る
。
廻
向
対
象
に
は
浄
阿
の
家
系
と
人

的
紐
帯
に
連
な
る
貴
顕
・
興
福
寺
僧
等
も
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

『大
般
若
経
』
全
巻
書
写
と
そ
の
奉
納
を
支
え
た
背
景
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
実
態
と
経
緯
に
つ
い
て
は
、
奉
納
さ
れ
た

『大
般
若
経
』
を
収
め
る

「春
日
厨
子
」
と
、
そ
の
扉
銘
文

（
一
二
四
三
）
お
よ

び
屋
根
裏
銘
文

（
一
二
四
五
）
が
、
モ
ノ
と
こ
と
ば
に
よ
っ
て
雄
弁
に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
「春
日
若
宮
大

般
若
経
」
と

「春
日
厨
子
」
の
制
作
と
、
奉
納
後
の
転
読
の
法
会
を
支
え
た
所
領
や
人
的
紐
帯
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
学
の
指
摘
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
さ
ら
に
時
系
列
に
そ
っ
た
問
題
提
起
や
、
南
都
・
天
野
山
金
剛
寺
の
寺
院
史
的
視
点
、
春
日
信
仰
史
の
側
面
等
か
ら
議
論
を

深
め
て
み
た
い
。

春
日
若
宮
大
般
若
経
お
よ
び
春
日
厨
子

作
品
と
研
究
史

白
原
由
起
子

（根
津
美
術
館
）

春
日
若
宮
社
に
奉
納
さ
れ
た
大
般
若
経
お
よ
び
厨
子
は
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
、
西
大
寺
に
移
さ
れ
た
。
初
代
根
津
嘉
一
郎
が
五

四
〇
帖
の
折
本
と
厨
子
を
入
手
し
た
の
は
大
正
十
五
年
だ
が
、
こ
れ
に

「廻
向
貴
賎
輩
」
を
付
し
た
巻
第
六
百
が
加
え
ら
れ
た
の
は
昭
和

四
十
年
代
で
あ
る
。
黒
漆
塗
り
の
経
厨
子
は
損
傷
が
激
し
く
、
ほ
と
ん
ど
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
近
年
本
格
的
修
理
を
行
っ
た

こ
と
で
、
本
年
三
月
よ
り
経
巻
と
と
も
に
展
観
し
て
い
る
。
今
回
の
修
理
・
展
示
作
業
の
過
程
で
、
発
表
者
は
、
各
巻
の
状
態
を
調
査
し
、

奥
書
を
記
録
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
本
作
品
に
関
す
る
言
説
は
、
作
品
の
存
在
、
ま
た
厨
子
に
刻
ま
れ
た
銘
文
や
巻
第
六
百
の
廻
向
者
名
か
ら
読
み
と
れ
る
人

的
関
係
を
、
十
三
世
紀
の
南
都
を
中
心
と
す
る
社
会
的
・
宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
一
事
例
と
し
て
扱
う
も
の
で
、
こ
の
意
味
で

本
作
品
は
き
わ
め
て
幅
広
い
研
究
分
野
の
記
述
に
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
季
行
の
孫
に
し
て
、
北
小
路
女
房
と
六
条
局

（法
名
覚

阿
）
を
伯
母
ま
た
は
叔
母
に
も
つ
人
的
環
境
に
あ
り
、
直
接
・
間
接
的
に
八
条
院
、
春
華
門
院
、
宜
秋
門
院
と
い
っ
た
女
院
た
ち
と
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
覚
阿
か
ら
引
継
ぎ
院
主
を
務
め
た
天
野
山
金
剛
寺
と
春
日
若
宮
社
と
の
関
係
や
、
大
般
若
経
の
長
日
転
読
の
た
め

に
寄
進
し
た
椎
木
荘
や
伊
予
戸
の
水
田
に
つ
い
て
だ
が
、
し
か
し
そ
の
個
々
の
テ
ー
マ
が
深
く
論
じ
ら
れ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

発
表
者
の
責
務
は
、
ま
ず
、
文
書
で
あ
り
美
術
品
で
あ
る
本
作
品
が
語
る
も
の
を
詳
述
し
、
先
学
に
よ
る
指
摘
や
様
々
な
言
説
を
机
上

に
並
べ
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
今
回
初
め
て
提
示
す
る
巻
末
の
墨
書
は
、
書
写
の
ペ
ー
ス
、
校
合
に
携
わ
っ
た
僧
や
使
用
し
た
経
典
な
ど

の
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
写
経
の
経
緯
や
制
作
環
境
を
考
え
る
際
の
資
料
と
な
る
。
広
く
拡
散
し
た
光
を
本
作
品
に
向
け
て
照
射
す
る
こ

と
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
。

一
筆
経
と
し
て
の

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
―
尼
浄
阿
の
書
風
―

松
原

茂

（根
津
美
術
館
）

書
道
史
で
取
り
上
げ
る
写
経
は
、
謹
厳
な
楷
書
の
奈
良
朝
写
経
と
、
優
雅
な
和
様
を
示
す
平
安
時
代
後
期
の
装
飾
経
に
偏
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
特
別
展

「平
安
古
経
展
」
（二
〇
一
五
年
四
月
・
奈
良
国
立
博
物
館
）
が
平
安
前
期
の
遺
品
に
も
一
章
を
も
う
け
た
こ
と
は
画

期
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
写
経
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
に
光
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
寛
喜
元
年

（
一
二
二
九
）
か
ら
十
三
年
か
け
て
尼
浄
阿
に
よ
っ
て
発
願
・
書
写
さ
れ
た
こ
の

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
も
、

厨
子
の
刻
銘
や
巻
第
六
百
巻
末
の
歴
名
が
多
分
野
に
わ
た
る
重
要
な
史
料
と
し
て
認
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
写
経
の
書
そ
の
も
の
に
関
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す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
ず
、
現
存
各
巻
の
本
文
と
奥
書
は
浄
阿
の
こ
と
ば
通
り
一
筆
で
あ
る
の
か
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

幸
い
な
こ
と
に
、
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る
五
百
四
十
帖
と
巻
第
六
百
の
一
巻
は
、
伝
来
の
途
次
に
巻
頭
や
巻
末
を
破
損
し
た
巻
も
あ

る
が
、
ほ
ぼ
全
容
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
六
百
巻
を
一
人
で
書
写
す
る
一
筆
大
般
若
経
の
遺
品
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
こ

と
に
尼
僧
に
よ
る
も
の
は
、
他
に
例
を
知
ら
な
い
。
奥
書
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
阿
は
六
百
巻
の
大
般
若
経
を
十
三
年
間
に
ど
の
よ

う
に
書
写
し
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
一
人
の
人
物
の
十
数
年
間
に
わ
た
る
筆
跡
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

例
は
、
日
記
を
除
け
ば
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
の
間
、
浄
阿
の
書
風
は
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
。
そ
の
揺
ら
ぎ
と
変
化
の
中
に
通
底

す
る
浄
阿
の
書
の
個
性
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

尼
浄
阿

一
筆
書
写
大
般
若
経
の
転
読
料
所
と
安
置
空
間

藤
原
重
雄

（東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

根
津
美
術
館
所
蔵
の
尼
浄
阿
一
筆
書
写
大
般
若
経
・
厨
子
は
、
モ
ノ
そ
の
も
の
の
存
在
感
や
情
報
量
が
豊
か
で
、
奥
書
交
名
・
銘
文
を

読
み
解
き
、
人
的
関
係
か
ら
み
た
成
立
の
背
景
が
、
他
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
り
報
告
さ
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
銘
文
に
記
さ
れ
た
転
読
の
実
際

と
厨
子
が
安
置
さ
れ
た
場
と
を
探
る
こ
と
を
通
じ
、
春
日
若
宮
社
に
対
す
る
法
楽
、
ひ
い
て
は
中
世
春
日
社
に
お
け
る
仏
事
の
な
か
で
、

若
宮
奉
納
大
般
若
経
の
位
置
を
考
え
て
み
た
い
。

寄
進
の
願
文
に
は
、
浄
阿
没
後
に
六
口
の
供
僧
を
置
き
、
毎
日
三
巻
の
転
読
を
始
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
天
井
板
裏
の
銘
文
に
は
、

寄
進
料
所
の
坪
付
が
詳
し
い
。
こ
の
遺
言
は
実
施
さ
れ
た
の
か
。
室
町
時
代
の
尋
尊

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
『三
箇
院
家
抄
』
に
よ
る
と
、

大
乗
院
門
跡
の
支
配
す
る

「天
野
供
」
と
し
て
、
「天
野
尼
公
」
に
よ
る
寄
進
と
若
宮
殿
御
廊
に
お
け
る
大
般
若
経
転
読
と
い
う
趣
旨
は

記
憶
さ
れ
、
そ
の
料
所
を
把
握
し
、
供
僧
の
補
任
も
継
続
し
て
い
た
。
あ
る
べ
き
姿
を
記
し
残
す
尋
尊
だ
が
、
一
定
の
実
態
を
伴
っ
て
い
た

と
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
の
当
知
行
分
の
注
進
に
見
え
る
椎
木
荘
の
小
地
名
も
、
天
野
供
田
の
故
地

（大
和

郡
山
市
今
国
府
町
）
に
小
字
と
し
て
残
る
。
願
文
ど
お
り
に
奉
納
さ
れ
、
指
示
に
従
い
転
読
の
励
行
が
意
識
さ
れ
る
、
重
み
あ
る
仏
事
で

あ
っ
た
。
扉
の
銘
文
と
い
う
形
態
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ろ
う
。

春
日
若
宮
社
の
拝
殿
は
、
巫
女
の
参
仕
す
る
空
間
と
し
て
芸
能
史
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
経
所

（御
廊
）
と
い
う
神
前
仏
事
の
建
物

と
一
体
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
大
般
若
経
が
安
置
さ
れ
、
転
読
が
営
ま
れ
た
空
間
と
し
て
最
も
可
能
性
が
高
い
。
一
方
、
大
宮
御
廊
に
は

五
部
の
大
般
若
経
が
安
置
さ
れ
、
興
福
寺
僧
に
よ
り
転
読
が
営
ま
れ
、
新
た
な
大
般
若
経
の
書
写
校
合
に
も
用
い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
社
頭

の
諸
屋
で
も
大
般
若
経
の
転
読
が
行
わ
れ
、
四
恩
院
で
は
春
日
社
法
楽
の
性
格
が
強
い
法
会
が
営
ま
れ
た
。
本
経
の
位
置
づ
け
を
考
え
る

上
で
、
視
野
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
般
若
経
と
春
日
若
宮
信
仰
―
女
院
と
尼
僧
の
鎌
倉
仏
教
史
―

近
本
謙
介

（筑
波
大
学
）

根
津
美
術
館
蔵

「春
日
若
宮
大
般
若
経
」
第
六
百
巻
に
は
、
仁
治
三
年

（
一
二
四
二
）
八
月
に
春
日
若
宮
宝
前
で
書
写
を
終
え
た
由

を
記
す
尼
浄
阿
の
奥
書
が
あ
る
。
こ
の

『大
般
若
経
』
を
納
め
た
厨
子
扉
銘
文
に
は
寛
元
元
年

（
一
二
四
三
）
十
月
の

「願
主
比
丘
尼

浄
阿
」
奥
書
、
同
厨
子
屋
根
裏
銘
文
に
は
寛
元
元
年
十
月
お
よ
び
寛
元
三

（
一
二
四
五
）
年
九
月
の

「願
主
浄
阿
」
奥
書
が
あ
り
、
こ

の

『大
般
若
経
』
と
厨
子
と
は
一
具
と
見
な
さ
れ
る
。
扉
銘
文
に
は
、
「始
行

春
日
御
社
若
宮
長
日
転
読
大
般
若
経
事
」
と
し
て
、
浄

阿
に
よ
る

『大
般
若
経
』
書
写
の
経
緯
が
、
春
日
若
宮
で
執
り
行
う
べ
き

『大
般
若
経
』
転
読
法
会
の
た
め
の
料
所
等
と
と
も
に
詳
細
に

記
さ
れ
、
ま
た
同
厨
子
屋
根
裏
銘
文
は
、
料
所
寄
進
状
と
な
っ
て
い
る
。

『大
般
若
経
』
の
数
巻
に
は
、
興
福
寺
四
恩
院
本
を
書
写
し
た
経
緯
を
記
す
奥
書
が
あ
り
、
尼
僧
に
よ
る
経
典
書
写
と
奉
納
の
背
後
に

あ
る
興
福
寺
と
の
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
。
扉
銘
文
に
は
、
貞
応
元
年

（
一
二
二
二
）
の
春
日
社
参
詣
の
際
の
小
児
に
よ
る

『大
般
若
経
』

書
写
を
勧
め
る
霊
夢
に
始
ま
り
、
書
写
半
ば
に
お
け
る
若
宮
瑞
籬
内
で
書
写
す
る
経
巻
を
黄
衣
神
人
二
人
が
守
護
す
る
霊
夢
な
ど
、
春

日
神
の
霊
験
に
基
づ
く
経
典
書
写
の
背
景
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
春
日
若
宮
信
仰
を

『大
般
若
経
』
と
の
関
わ
り
か
ら
見
直
し
、
そ

れ
を
興
福
寺
と
の
関
わ
り
か
ら
定
位
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『大
般
若
経
』
第
六
百
巻
末
に
記
さ
れ
る
廻
向
対
象
を
記
す
交
名
と
、
厨
子
扉
お
よ
び
屋
根
裏
銘
に
見
え
る
法
会
の
た
め
の
料

所
か
ら
は
、
尼
僧
に
よ
る
経
典
書
写
と
施
入
を
支
え
た
女
院
を
は
じ
め
と
す
る
人
的
紐
帯
が
か
な
り
詳
細
に
明
ら
か
と
な
る
。
こ
れ
を
、

女
院
と
尼
僧
の
営
み
と
し
て
、
同
時
代
の
状
況
を
も
確
認
し
な
が
ら
見
通
し
て
い
く
作
業
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

浄
阿
の
家
系
は
天
野
山
金
剛
寺
と
の
関
わ
り
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
初
め
に
お
け
る
女
院
や
尼
僧
と
の
あ
い
だ
に
結
ば
れ

た
金
剛
寺
を
取
り
巻
く
環
境
と
見
な
し
、
興
福
寺
大
乗
院
と
金
剛
寺
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
へ
の
展
開
の
寺
院
史
の
中
に
見
定
め
る
こ
と
も

肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。


